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研究成果の概要（和文）：本研究ではまず日本の伝統文化の華道を対象として、華道の「審美眼」について熟練
者が作品に対して感じる言語的、論理的に表現困難な「違和感」に着目し、「違和感」を主たる要素に分解し各
要素を定量化する方法論を検討した。違和感を検討するために、人が縦横被を変えた絵画や画像に対して感じる
違和感、および不可能立体に感じる違和感を検討した。さらに3次元モデリングしたいけばな池坊の生花（しょ
うか）という様式に対して、その形状に対する熟練者の審美眼について評価を行い、様式に内在する美の要素を
検討した。結果として違和感や審美眼といったものは人の記憶に関連する、またトレーニングにより培われてい
くことを明らかにした。

研究成果の概要（英文）：In this research, we examined "a sense of beauty" of flower arrangement of 
traditional Japanese culture. Then, we focused on "strangeness" which is difficult for experts to 
linguistically and logically express to the work. We investigated a methodology to decompose this "
strangeness" into the main elements and to quantify each element. Firstly, we examined a sense of 
strangeness that people feel about paintings or images whose aspect ratios was  changed, and a sense
 of strangeness that is perceived as impossible solids. Next, we evaluated Shoka style of Ikebana 
Ikenobo which we developed three-dimensional models and evaluated a sense of beauty to their shape. 
Furthermore, we examined elements of beauty inherent in the style. As a result, we have revealed 
that feeling of strangeness and aesthetic sense are related to human memory and are cultivated 
through training.

研究分野：感性工学

キーワード： 日本の伝統文化　いけばな　様式美　違和感
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
申請者はこれまで日本の伝統文化である
華道の「審美眼」を、感性ワードに基づく主
観評価と SD 法により研究してきた。古来、
華道では作品の美を「形、色、質感」の観点
から捉えており、それに関連する因子を抽出
することができた。一方で各因子がどういっ
た物理尺度に対応するのかという「形、色、
質感」の物理尺度の空間へのマッピング方法
や、物理尺度の空間での「違和感」を感じる
作品が対応する領域など依然、明らかになっ
ていない。そこで本研究ではまず華道に対し
て、上記の因子空間と各因子に関連する物理
尺度の空間との間の対応関係を導出する手
法を研究する。従来，「形、色」については
定量化が比較的容易であるため、3DCG や画像
から受ける「違和感」の研究が行われている。
しかしそれらは画像から受ける自然さに着
眼点をおいており、「違和感」の創造性に繋
がる観点では論じられていない。一方、「質
感」については近年、本吉が認知メカニズム
や定量化の方法を提案している。 
 
２．研究の目的 
本研究ではまず日本の伝統文化の華道を
対象として、華道の「審美眼」について熟練
者が作品に対して感じる言語的、論理的に表
現困難な「違和感」に着目し、「違和感」を
主たる要素に分解し各要素を定量化する方
法論を確立する。そして、いわゆる「乙」な
作品における「違和感」の特性をこの方法論
で明らかにする。ここで「乙」とは「おつな
もの」の「おつ」を指し、作者の創意工夫に
より敢えて規範を外した規格外の趣向を指
す。さらにこの「違和感」の方法論を、華道
以外の日本の伝統美術、工芸品に適用するた
めの一般化、拡張を検討する。また世界の異
なる文化圏での調査を実施する。 
 
３．研究の方法 
３．１ 風景画における違和感の研究 
 富士山の実写画像、および風景画の横幅を
パラメータとして、実写の富士山画像と絵画
「富岳三十六景の富士山」の 2種類について
の違和感を主観評価する実験を行った。横幅
を変化させた実写画像と絵画の2種類を表示
させ、実験協力者に画像の印象評価をしても
らった。実験協力者は男女、年齢問わず 15
名とし、30 インチモニタに表示された画像を
1.2m はなれた距離（画面高の 3倍）から干渉
してもらった。横幅は元画像に対して 1.05
の累乗倍（－13～21）の倍率で変化させたも
のを用意し、これらの画像をそれぞれランダ
ムで表示した。実験協力者の負担軽減のため
に予備実験を実施し、評価対象の絞込みを行
った。また予備実験の結果より、一定以上の
倍率の画像はほとんど変化が得られなかっ
たため、実写画像については高倍率、絵画に
ついては低倍率のものを多めにカットした。
ここでは実写 23 枚、絵画 25 枚について述べ

る。実験協力者には 1枚の画像を見終わるご
とに違和感があるかどうか、「5：違和感を全
く感じない」、「4：違和感をやや感じる」、「3：
違和感がある」、「2：変である」、「1：明らか
に変である」の 5段階で評価を行った。絵画
については作品として許容できるかどうか
について、「3：作品として許容できる」、「2：
どちらともいえない」、「1：作品として許容
できない」の 3段階での評価を追加した。 
 
３．２ 不可能立体に対する違和感の研究 
本研究の目的は、立体の不自然さと個人の
デザインの経験との関係を明らかにするこ
とである。 この実験では、エンジニアリン
グかデザインのいずれかを研究している2つ
の大学生グループが、（1）正常な立体、（2）
不可能な立体、および（3）不可能モーショ
ン立体の3種類の立体の三面図をスケッチし
た。実験協力者はエンジニアリングまたはデ
ザインのいずれかを勉強している 25 人の大
学生で、前者（グループ A）は 15 人の学生で
構成され、後者（グループ B）は 10 人の学生
（1 人の大学院生を含む）で構成された。実
験協力者は、図 1～図 3 に示す 6 枚の立体の
画像を観察し、これらの立体の三面図をスケ
ッチするタスクを行った。 その後、協力者
に立体の画像に対する違和感を問うた。 
 

   

(a)立体図形Ⅰ   (b)立体図形Ⅱ 

図 1 正常立体 

   

(a)立体図形Ⅲ   (b)立体図形Ⅳ 

図 2 不可能立体 

   

(a)立体図形Ⅴ   (b)立体図形Ⅵ 

図 3 不可能モーション立体 

 



3 つの立体は以下の 3 つのタイプに分類さ
れる。 
（1）正常立体は錯視を生成しません（図 1） 
（2）3次元空間で実現不可能な立体（図 2） 
3 次元コンピュータグラフィックスを用
いて不可能な立体形状を設計した。 

（3）不可能な動きを引き起こす立体(図 3) 
図 3(b)の 3 つの直方体が直立している
ように見える。 しかしこれら直方体は、
実際には異なる方向に沿って傾斜して
いる。 図 4 に図 3(b)の立体の三面図を
示す。但し本実験では実験協力者は実際
には不可能な動きは観察していない。 

 

   

(a)正面図  (b)側面図  (c)平面図 
図 4 立体図形Ⅵの三面図 

 
その後、実験協力者は三面図を描くときに
「あなたは違和感を覚えましたか」という質
問に以下の 5つの選択肢から解答した。 
 
・そうは思わない。 
・少し思う。 
・そう思う。 
・強く思う。 
・非常に強く思う。 
 
３．３ いけばなの審美眼に関する研究 
いけばなは日本伝統文化のひとつである。
いけばなは，18 世紀頃に様々な流派が誕生し
た。本研究では池坊流の生花(しょうか)を取
り扱う。生花(しょうか)では主に真(しん)，
副(そえ)，体(たい)と呼ばれる三つの役で構
成されている(図 5)。 

 
図 5 生花の基本形 

 

作品を製作する上で重要視されるのが審
美眼である。審美眼とは作品に対する評価に
おいて、どのようなものが美しいかを見極め
る判断力のことである。しかしながら審美眼
(判断力)とは伝統工芸の経験を積んでいく
中で磨かれていくものであり、言語的、論理
的に表現することが困難である。また，熟練
者によると，いけばなの美をとらえるために
は，形・色・質感に着目する必要がある。こ
の三つの要素を一度に解析することは困難
であるため、本研究ではいけばなの形に着目
し美しさを定量化する。このため熟練者のい
けたいけばな画像に基づき、いけばなの 3D
モデルを作成した上で、いけばなの美を定量
化することを目的とした． 
用いる 3D モデルはモデリングソフト内で
数値制御された等間隔のパラメータ変化に
よるものを用意した。パラメータの種類は枝
の長さ、太さ、正弦振れ幅、円弧曲率、枝の
鉛直方向、水平方向、軸に対する回転角度で
ある。パラメータは使用するいけばな 3D モ
デルの花材に見立てた７本のオブジェクト
それぞれに与えられている。このパラメータ
を調整し生花の基本となる形を製作し、その
パラメータを軸に、正弦振れ幅および円弧曲
率を1ずつ変化させた評価対象となるサンプ
ルを 5つ用意した(図 6の①～⑤)。注意点と
して軸に対する角度を変えること、および振
れ幅を大きく変えることによって生花の形
とあまりにもかけ離れてしまうため、生花の
型をある程度保ったまま変化させた。さらに
評価実験が終了した後、いけばな熟練者指導
のもと。いけばなの基本となる形を再度モデ
リングしサンプルの製作(図 6 ⑥)を行った。
またサンプル①－⑤と同様に評価してもら
った。 

 

図 6 評価に用いたいけばなの 3D モデル 
 



実験協力者であるいけばな経験者5名にA4
サイズに印刷したサンプル5枚をランダムに
見てもらった．実験環境は応接間でイスと机
が並べてあり、実験協力者には横一列に着席
させた。3D モデル画像を確認しながら評価表
(図 7)に記入してもらい、5 人全員が記入を
終了した段階でサンプルを印刷した紙を別
の人に回した。同様の手順を 5 回繰り返し，
実験協力者1人につきサンプル①～⑤すべて
を評価してもらった。 

 

図 7 評価用紙 
 
 

評価項目は形に対する美しさの感性評価
に基づいて作成した。サンプルの評価の終了
後、サンプル画像についての率直な意見や指
摘をしてもらった。その際、生花を 3D モデ
ルで構成する場合の改善点や注意点を答え
てもらった。そして指摘された改善点と注意
点を基に生花の 3D モデルを再構築した。こ
れをサンプル⑥とし前述の評価と同様の項
目で評価してもらった。 
 
４．研究成果 
４．１ 風景画における違和感の研究 
画像の横幅を拡大したとき、絵画は実写画像
に比べて違和感を抱きにくく、また作品とし
て許容されやすいということが明らかにな
った。絵画「富岳三十六景の富士山」の画像
は、実際の富士山と比べてかなり縦長に描か
れている。この絵画の横幅を最大倍率付近ま
で拡大することで、やっと実物の富士山の形
状に近づく程である。横幅を拡大した絵画が
違和感を抱かれにくいのは、記憶の中にある
実物の富士山のイメージと絵画のイメージ
の間に位置するからと考えられる。また横幅
を拡大した絵画は作品として許容されやす
いことが明らかになった。これも違和感を抱
きにくくしている原因と考えられる。富士山
というコンテンツに対して、人が違和感を抱
かない許容域が存在すると言える。 
４．２ 不可能立体に対する違和感の研究 
図 8は、違和感に対する実験協力者の反応
の割合を示す。 図中、列 A 及び B は、それ
ぞれエンジニアリング及びデザインを学ん
でいる学生グループの反応を示している。 
明るい灰色から濃い灰色までの5つのグレー
レベルはその選択肢の違いを示す。

* 

 A      B  A      B  A      B  A      B  A      B  A      B 

Mann-Whitney U Test 
*p < 0.05 

図 8 立体図形の違和感の違い（列 Aはエンジニアリング、列 Bはデザイン） 



Mann-Whitney U 検定を適用した結果、グルー
プ Bはグループ Aよりも有意な違和感を示し
た（P <0.05）。 つまりデザインを学ぶ学生
は立体図形に含まれる微妙な歪みや影など
を認識し、これに関連する不自然さを容易に
知覚できると言える。 実際グループ B の学
生のなかには、ほぼ正確な三面図を描いたも
のもいた。 
 
４．３ いけばなの審美眼に関する研究 
 図 9が①～⑤の評価結果である。一つの評
価項目ごとに実験協力者5名の平均を縦軸に
とっており、左から順に①②③④⑤のスコア
となっている。いけばな熟練者の指摘前のサ
ンプルに対する各項の平均は、美しい：3.84、
伸び伸びした：2.68、動的な：2.72、軽やか
な：2.8、落ち着いた：3.84、整った 4.08、
品がある：4.08、伝統的な 3.48、メリハリが
ある：3.16、大きい：2.96、広い：3.08、引
き締まった：3.48、生き生きした：2.76 とな
った。美しさ最も美しいとされたサンプル①
であっても美しさは 3.00 にとどまった。い
けばな熟練者の指摘を基に再構築したサン
プル⑥の評価結果は図 10 に示す。美しい：
4.33、伸び伸びした：3.00、動的な：2.67、
軽やかな：3.67、落ち着いた：4.47、整った：
5、品がある：4、伝統的な：3.33、メリハリ
がある：3.67、大きい：3、広い：3、引き締
まった：4.67、生き生きした：4.67 となった。 
 
 

 

図 9 ①～⑤の評価結果 
 
 

 
図 10 ⑥の評価結果 

 

実験後アンケートでは，「オブジェクトに
枝があったら生花としての評価は変わって
くる。形を一般化することは難しい。」、「生
花は全体を見てあらゆる角度から見ないと
評価できないかもしれない。」といった意見
が存在した。一方で，「単純な形はいけばな
における空間分割がわかりやすい」という意
見も存在した。さらに「生花は複数の角度か
ら観察することで評価が変わる。」という意
見も出た。以上のことから、いけばなの美を
定量化するためには、全方向から熟練者の納
得する 3D モデルを作成し複数の方向から評
価を行うことの必要性、およびオブジェクト
にさらに装飾したサンプルと単純なサンプ
ルで評価が変化するか検討する必要性があ
ることが明らかとなった。 
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